
清野吉光氏のコラム
第3回団 塊 耕 志 録

新版
『モバイル
交通革命』を
待望！

清野 吉光（きよの よしみつ） 略歴
1950年  長野県四賀村生まれ、1968年上智大学外国学部ロシア語科入学、
1971年  中退。その後印刷関係など様々な職業に従事。1976年清水市の日の
丸交通入社。1980年静岡市内の事務機器センターに入社。1982年システム
オリジンを仲間と創業、専務取締役。1992年代表取締役社長就任。２００７
年タクシーアシスト代表取締役社長に新任。現在に至る。

「
地
理
空
間
情
報
」
っ
て

知
っ
て
ま
す
？

　

最
近
、
財
団
法
人
衛
星
測
位

利
用
推
進
セ
ン
タ
ー
と
い
う
方

の
訪
問
を
受
け
、「
地
理
空
間
情

報
の
利
活
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
回
答
の
依
頼
を
受
け
た
。

『
モ
バ
イ
ル
交
通
革
命
』（
東
京

交
通
新
聞
社
刊
）
の
著
者
で
あ

り
、
最
近
東
旅
協
の
有
識
者
懇

談
会
の
座
長
も
引
き
受
け
ら
れ

た
寺
前
秀
一
高
崎
経
済
大
学
教

授
の
ご
紹
介
で
あ
っ
た
。　
　

寺
前
先
生
は
こ
の
財
団
法
人
衛

星
測
位
利
用
推
進
セ
ン
タ
ー
に

も
関
係
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

そ
し
て
非
常
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
フ
ァ
イ
ル

に
一
緒
に
綴
じ
ら
れ
て
い
た「
地

理
空
間
情
報
」
に
関
す
る
資
料

集
で
あ
っ
た
。

　
「
地
理
空
間
情
報
」
と
い
う
耳

慣
れ
な
い
言
葉
が
実
は
タ
ク
シ

ー
業
界
、
と
り
わ
け
ユ
ビ
キ
タ

ス
タ
ク
シ
ー
実
現
を
願
望
す
る

筆
者
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
希

望
の
星
の
近
付
き
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
昨
年
の
五

月
に
経
済
産
業
省
所
管
で
「
地

理
空
間
情
報
活
用
推
進
基
本
法
」

が
成
立
し
、
二
〇
一
三
年
を
目

標
に
「
地
理
空
間
情
報
」
を
誰

も
が
当
た
り
前
に
、
便
利
に
使

え
る
時
代
を
目
指
す
こ
と
に
な

る
。

　

で
は
「
地
理
空
間
情
報
」
と

は
何
か
？
地
理
空
間
情
報
活
用

推
進
研
究
会
報
告
書
に
よ
る
と
、

地
理
空
間
情
報
は
位
置
情
報
と

地
理
情
報
か
ら
な
り
、
位
置
情

報
は
緯
度
・
経
度
・
高
度
と
そ

の
位
置
情
報
を
得
た
時
間
情
報

で
あ
り
、
地
理
情
報
は
地
理
的

な
把
握
を
可
能
に
す
る
場
所
の

属
性
な
ど
の
情
報
（
建
物
や
道

の
名
前
、
住
所
な
ど
）
＋ 

関
連

す
る
情
報
（
建
物
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
評
判
な
ど
）
と
な
っ
て
い

る
。

　

要
す
る
に
人
、
物
の
あ
ら
ゆ

る
位
置
や
状
況
が
室
内
、
室
外

を
問
わ
ず
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

掴
め
る
時
代
が
来
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
先
の
財
団
法
人
衛

星
測
位
セ
ン
タ
ー
の
方
も
、
そ

の
一
環
と
し
て
日
本
の
上
空
に

準
天
頂
衛
星
を
打
ち
上
げ
、
現

在
の
ア
メ
リ
カ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
補

完
し
、
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
精

度
を
数
セ
ン
チ
に
高
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
室
内
も
様
々
な
方

法
で
位
置
把
握
を
行
い
、
室
外
・

室
内
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
ご
う

と
し
て
い
る
。

　

経
済
産
業
省
商
務
情
報
局
が

『
地
理
空
間
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
』

（
地
理
空
間
情
報
活
用
推
進
研
究

会
）
と
い
う
報
告
書
を
今
年
七

月
に
発
表
し
、
こ
う
し
た
地
理

空
間
情
報
を
活
用
し
た
「
サ
ー

ビ
ス
産
業
」
の
将
来
像
を
描
い

て
い
る
。
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
事
の
多

く
は
、
こ
の
地
理
空
間
情
報
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
か
つ
詳
細
に

把
握
さ
れ
、
人
々
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
生
活
（
そ
の
た
め
の
移
動
）

に
役
立
つ
こ
と
で
実
現
さ
れ
る
。

　

ま
さ
に
現
在
の
タ
ク
シ
ー
も

こ
の
地
理
空
間
情
報
に
基
づ
い

て
営
業
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、「
市
場
の
失
敗
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
個
々
の
乗
務
員
、

ま
た
消
費
者
の
地
理
空
間
情
報

の
不
確
か
さ
ゆ
え
に
、
ミ
ス
マ

ッ
チ
と
非
効
率
を
抱
え
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

寺
前
教
授
が
七
年
前
に
『
モ

バ
イ
ル
交
通
革
命
』
で
予
見
し

た
「
Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ
っ
て
タ
ク

シ
ー
や
バ
ス
、
鉄
道
な
ど
交
通

に
も
た
ら
さ
れ
る
無
限
の
可
能

性
」
は
、
し
か
し
一
方
「『
個
』

の
情
報
化
の
進
展
」
が
前
提
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
今
や
そ
の
前

提
で
あ
っ
た
個
の
情
報
化
は
携

帯
電
話
の
全
世
代
に
渡
る
普
及

と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
内
蔵
の
義
務
化
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
に
よ
っ
て
実

現
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
地
理

空
間
情
報
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ

統
合
、
一
元
化
さ
れ
て
い
け
ば
、

タ
ク
シ
ー
を
含
む
交
通
機
関
の

人
流
に
果
た
す
役
割
も
い
ま
ま

で
と
大
き
く
変
わ
ら
ざ
る
を
得

な
い
。

　
「
総
合
生
活
移
動
産
業
」（
ク

ラ
ブ
型
交
通
社
会
）
と
い
う
『
モ

バ
イ
ル
交
通
革
命
』
で
提
起
さ

れ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
、
規
制
緩
和

見
直
し
の
こ
の
局
面
で
、
も
う

一
度
深
く
捉
え
直
し
て
み
る
事

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

福
島
で
講
演
の
機
会

　

先
日
、
福
島
県
の
若
手
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
集
ま
り
で
、

講
演
を
さ
せ
て
頂
く
機
会
を
得

た
。
今
年
の
三
月
に
一
昨
年
か

ら
十
回
ほ
ど
行
っ
た
オ
リ
ジ
ン

タ
ク
シ
ー
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
山
内
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「吹き込む」
・「測定する

」・「記録す
る」。

ALC-mini
-Ⅱで始める

カンタン3ス
テップの飲酒

点検。

「吹き込む」
・「測定する

」・「記録す
る」。

ALC-mini
-Ⅱで始める

カンタン3ス
テップの飲酒

点検。

好評発売中！！好評発売中！！好評発売中！！
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拠点／北海道・東北・関東・甲信越・東海
　　　名古屋・関西・中国・九州
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関東支店営業本部
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拠点／北海道・東北・関東・甲信越・東海
　　　名古屋・関西・中国・九州

コンパクトボディでプリンタ機能搭載！
3ステップの簡便性と高い測定精度を実現！！
スピーディに高精度の飲酒点検が行え、

信頼性の高いアルコール測定記録を残すことができます。Alcohol Recording System for Professional

弘
隆
座
長
）
の
内
容
を
ま
と
め

て
出
版
し
た
の
だ
が
、
そ
の
本

を
題
材
に
講
演
を
、
と
い
う
趣

旨
で
あ
っ
た
。

　

オ
リ
ジ
ン
タ
ク
シ
ー
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
は
タ
ク
シ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
小

委
員
会
の
「
総
合
生
活
移
動
産

業
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
」
と

い
う
提
言
を
受
け
て
、「
総
合
生

活
移
動
産
業
創
造
に
向
け
て
」

挑
戦
さ
れ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
経

営
者
の
方
に
講
師
を
お
願
い
し
、

山
内
座
長
を
中
心
に
ゼ
ミ
生
と

議
論
を
す
る
も
の
で
し
た
。
先

の
福
島
の
講
演
で
は
そ
う
し
た

営
み
の
中
で
、
オ
リ
ジ
ン
の
内

部
で
新
し
い
タ
ク
シ
ー
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
絞
り
出
し
て

（
？
）
き
た
「
ユ
ビ
キ
タ
ス
タ
ク

シ
ー
業
界
復
活
の
処
方
箋
」（
ユ

ビ
キ
タ
ス
タ
ク
シ
ー
研
究
チ
ー

ム
）
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
を
さ
せ

て
頂
い
た
。

　

残
念
な
が
ら
地
方
の
実
情
を

理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
業
界
同
様
に
我
々
も
東
京

中
心
の
情
報
に
偏
っ
て
し
ま
い
、

「
地
域
と
密
着
し
、
結
び
つ
い
た

タ
ク
シ
ー
事
業
を
」
と
言
い
な

が
ら
、
説
得
力
に
欠
け
た
プ
レ

ゼ
ン
で
あ
っ
た
事
を
反
省
し
て

い
る
。

バ
イ
ブ
ル
は

『
モ
バ
イ
ル
交
通
革
命
』

　

そ
の
講
演
会
後
の
懇
親
会
の

場
で
、
隣
り
合
わ
せ
た
昭
和
タ

ク
シ
ー
の
安
斎
社
長
が
、
筆
者

が
講
演
の
中
で
言
及
し
た
寺
前

教
授
の
『
モ
バ
イ
ル
交
通
革
命
』

が
、
自
分
の
バ
イ
ブ
ル
だ
と
お

っ
し
ゃ
っ
た
。
地
方
の
タ
ク
シ

ー
事
業
者
の
方
が
厳
し
い
環
境

に
お
か
れ
て
い
る
が
故
に
、
よ

り
先
進
的
だ
と
よ
く
言
わ
れ
る

が
、
驚
き
と
共
に
そ
れ
を
実
感

し
、ま
た
正
直
、嬉
し
か
っ
た
…
。

『
モ
バ
イ
ル
交
通
革
命
』
は
、
ま

さ
に
来
る
べ
き
ユ
ビ
キ
タ
ス
社

会
に
お
け
る
新
し
い
交
通
の
あ

り
方
を
提
言
し
た
も
の
だ
と
思

う
が
、「
近
未
来
」
の
話
で
あ
っ

た
が
故
に
、
な
か
な
か
理
解
し

て
貰
え
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　

し
か
し
「
タ
ク
シ
ー
事
業
を

巡
る
諸
問
題
へ
の
対
策
（
答
申

案
）」
で
も
指
摘
さ
れ
る
タ
ク
シ

ー
業
界
の
「
構
造
的
要
因
へ
の

対
応
」
の
た
め
に
は
『
モ
バ
イ

ル
交
通
革
命
』
的
世
界
（
ユ
ビ

キ
タ
ス
タ
ク
シ
ー
）
の
創
造
が

不
可
避
だ
と
思
わ
れ
る
。
答
申

案
で
も
「
利
用
者
に
よ
る
タ
ク

シ
ー
の
選
択
可
能
性
の
向
上
」

の
た
め
に
「
Ｉ
Ｔ
の
活
用
、
ラ

ン
ク
制
度
の
充
実
、
乗
り
場
の

整
備
、
情
報
提
供
の
充
実
等
に

よ
り
、
可
能
な
限
り
利
用
者
に

よ
り
タ
ク
シ
ー
が
選
択
さ
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
歩
合
制
賃
金
に
つ
い
て

も
、
現
在
の
タ
ク
シ
ー
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
大
き
な
改
善

は
望
め
ず
、『
モ
バ
イ
ル
交
通
革

命
』
の
言
う
総
合
生
活
移
動
産

業
（
ク
ラ
ブ
型
交
通
社
会
）
の

確
立
な
く
し
て
は
、
そ
の
解
決

は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
答
申
案
の
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
供
給
過
剰
の
解
消
に
つ
い
て

も
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
タ
ク
シ
ー
化

に
よ
る
全
車
両
の
「
見
え
る
化
」

な
く
し
て
実
行
は
担
保
さ
れ
な

い
と
思
わ
れ
る
。
国
土
交
通
省
・

総
務
省
・
経
済
産
業
省
そ
れ
ぞ

れ
が
、
地
域
社
会
と
ユ
ビ
キ
タ

ス
（
地
理
空
間
情
報
？
）
と
い

う
事
に
焦
点
を
当
て
は
じ
め
て

お
り
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
タ
ク
シ
ー

の
実
現
条
件
は
ま
す
ま
す
整
っ

て
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

新
版

『
モ
バ
イ
ル
交
通
革
命
』

を
待
望
！

　

昨
日
、
オ
リ
ジ
ン
先
端
交
通

シ
ス
テ
ム
研
究
室
の
田
口
健
太

郎
君
と
共
に
、
久
し
振
り
に
寺

前
先
生
に
お
会
い
し
た
。
そ
し

て
ミ
ー
ハ
ー
な
事
に
、
ア
マ
ゾ

ン
で
購
入
し
た
先
生
の
最
近
の

著
作
に
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
。

さ
ら
に
あ
ら
た
め
て
『
モ
バ
イ

ル
交
通
革
命
』
の
現
在
的
意
味

を
強
調
し
、
先
生
に
出
版
以
来

七
年
を
経
過
し
、
ユ
ビ
キ
タ
ス

社
会
と
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
展
、
タ

ク
シ
ー
業
界
の
現
状
を
踏
ま
え

て
の
「
新
モ
バ
イ
ル
交
通
革
命
」

執
筆
の
お
願
い
を
し
た
。
全
国

の
意
欲
あ
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
た
め
の
、
新
し
い
バ
イ
ブ
ル

が
誕
生
す
る
こ
と
期
待
し
た
い
。

（
二
〇
〇
八
・
十
二
・
二
十
記
）
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